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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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う
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来
年
四
月
十
八
日
か
ら
五

月
十
一
日
ま
で
、
姫
路
城
周

辺
（
姫
路
市
）
で
行
わ
れ
る

「
第
二
十
五
回
全
国
菓
子
大

博
覧
会
・
兵
庫　

姫
路
菓
子

博
二
〇
〇
八
」
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
が
、
七
月
二
十
五

日
、
中
田
勝
久
南
あ
わ
じ
市

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

博
覧
会
は
、
菓
子
産
業
な

ど
の
振
興
や
地
域
産
業
の
発

展
を
目
的
に
、
一
九
一
一
年

に
東
京
赤
坂
で
開
催
さ
れ
て

以
来
、
約
百
年
の
伝
統
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
姫
路
城
完

成
四
百
年
と
世
界
遺
産
登
録

十
五
周
年
が
重
な
り
、
菓
子

博
と
姫
路
城
の
共
演
の
年
に

な
り
ま
す
。ま
た
兵
庫
県
は
、

伝
統
的
な
和
菓
子
、
洋
菓
子

に
加
え
、
中
華
菓
子
が
そ
ろ

う
菓
子
処
で
、
全
国
に
紹
介

で
き
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
菓
子
博
レ

デ
ィ
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ひ

め
か
」
が
訪
れ
、
内
容
な
ど

を
紹
介
。
中
田
市
長
へ
協
力

依
頼
を
し
ま
し
た
。

山
口
県
の
三み

つ
お丘
小
学
校
と
福
井
子
供
会

人
形
浄
瑠
璃
で
交
流
会

▼表敬訪問した菓子博レディーと「ひめか」

　

八
月
九
日
、
山
口
県
で
約

二
百
年
の
歴
史
を
も
つ
「
安

田
の
糸
あ
や
つ
り
人
形
芝

居
」
の
伝
承
活
動
を
行
っ
て

い
る
周
し
ゅ
う
な
ん南
市
立
三
丘
小
学
校

の
児
童
ら
が
、
福
井
子
供
会

人
形
浄
瑠
璃
館
を
訪
問
。
同

子
供
会
人
形
浄
瑠
璃
部
の
小

中
学
生
と
交
流
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

安
田
の
糸
あ
や
つ
り
人
形

芝
居
は
、
一
人
が
五
本
の
糸

▲軽妙な動きをする糸あやつり人形

を
使
っ
て
、
一
体
の
人
形
を

操
作
し
ま
す
。

　

こ
の
日
双
方
が
「
傾
城
阿

波
鳴
門　

順
礼
唄
の
段
」
を

競
演
。
お
互
い
の
伝
承
の
違

い
か
ら
、
人
形
の
大
き
さ
や

仕
組
み
、操
作
も
違
う
た
め
、

子
ど
も
ら
は
交
互
に
教
え
あ

い
な
が
ら
、
仲
良
く
ふ
れ
あ

い
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

同
小
学
生
ら
は
八
月
十
一

日
ま
で
滞
在
し
、
人
形
浄
瑠

璃
後
継
者
発
表
会
を
鑑
賞

後
、周
南
市
に
帰
り
ま
し
た
。

古
川
育
美
さ
ん
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

Ｕ
21
世
界
選
手
大
会
権
に
出
場

　

志
知
高

校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部

の
古
川
育

美
さ
ん
（
榎
列
）
が
、
九
月
四
日
〜
九

日
ま
で
イ
タ
リ
ア
・
モ
デ
ナ
市
で
開
催

さ
れ
る
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｂ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
Ｕ
21

世
界
選
手
権
大
会
の
日
本
代
表
チ
ー
ム

選
手
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

恵
ま
れ
た
体
格
や
強
靭
な
精
神
力
、

ス
パ
イ
ク
力
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
日
本

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
が
女
子
代
表
二
人

の
う
ち
の
一
人
と
し
て
選
出
。
日
本
大

学
一
年
の
伊
藤
望
さ
ん
（
東
京
都
）
と

ペ
ア
を
組
み
、
大
会
に
臨
み
ま
す
。

榎
本
千
紗
さ
ん
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
で
全
国
３
位　

淡
路
高

校
ウ
エ
イ

ト

リ

フ

テ
ィ
ン
グ

部
の
榎
本
千
紗
さ
ん
（
市
）
が
七
月

十
六
日
、
和
歌
山
県
で
行
わ
れ
た
全
国

高
校
女
子
選
手
権
（
重
量
挙
げ
七
十
五

㎏
級
）
に
出
場
。
自
己
新
で
も
あ
る

百
三
十
五
㎏
を
持
ち
上
げ
、
三
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

全
国
総
合
文
化
祭
に
出
場

▽
橋
本
知
佳
さ
ん
（
書
道
）

　

七

月

二
十
九
日

か
ら
八
月

二
日
ま
で

島
根
県
松
江
市
で
行
わ
れ
た
全
国
総
合

文
化
祭
の
書
道
部
門
に
、
三
原
高
校
三

年
生
の
橋
本
知
佳
さ
ん
（
志
知
）
の
作

品
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
の
作
品
は
、
兵
庫
県
高
校

書
道
展
で
上
位
十
点
に
入
っ
て
出
場
権

を
得
た
も
の
で
す
。

▽
志
知
高
校
郷
土
芸
能
部　

志
知
高

校
郷
土
芸

能
部
（
部

員

十

一

人
）
が
八

月
一
日
、

島
根
県
で

行
わ
れ
た

全
国
高
校

総
合
文
化

祭
に
兵
庫

県
代
表
と
し
て
出
場
。だ
ん
じ
り
唄「
岸

壁
の
母
」
を
熱
唱
し
、
拍
手
喝
采
を
受

市
役
所
で
も
前
売
券
を
販
売
中

姫
路
菓
子
博
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
市
長
へ
表
敬
訪
問

　

前
売
券
は
、
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

地
学
に
つ
い
て
興
味
を

も
っ
て
も
ら
お
う
と
、
南
あ

わ
じ
地
学
の
会
（
野
田
富
士

樹
会
長
）
で
は
、八
月
五
日
、

沼
島
地
層
観
察
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
沼
島
に
は
、
種
類

や
色
合
い
の
異
な
る
多
く
の

岩
石
が
あ
る
の
が
特
徴
。
参

加
者
は
、
街
中
を
散
策
し
、

地
元
の
石
で
で
き
た
カ
ラ
フ

ル
な
石
垣
な
ど
を
見
学
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
船
で
沼
島

を
周
航
。
切
り
立
っ
た
崖
に

見
ら
れ
る
変
成
岩
な
ど
を
観

察
し
、
そ
の
魅
力
や
迫
力
を

味
わ
い
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
石
を
見
る
だ
け
で
こ

ん
な
に
面
白
い
と
は
」
と
驚

き
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、「
淡
路
島
の
自

然
史
と
産
出
化
石
」
展
も
七

月
二
十
一
日
か
ら
約
二
週

パ
ペ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ
in
淡
路
島

伝
統
文
化
の
継
承
へ

▼講師から地層の説明を受ける参加者

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を
受
け

継
ぐ
市
内
の
後
継
者
が
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
表
す

る
「
第
二
十
四
回
パ
ペ
ッ
ト

フ
ェ
ス
タ
in
淡
路
島
・
淡
路

人
形
浄
瑠
璃
後
継
者
団
体
発

表
会
」（
㈶
淡
路
人
形
協
会

主
催
）
が
八
月
十
一
日
、
三

原
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
福
井
子
供
会
、

市
小
学
校
、
三
原
、
南
淡
両

中
学
校
、
三
原
高
校
、
淡
路

▲熱演する南淡中学校郷土芸能部

人
形
浄
瑠
璃
青
年
研
究
会
の

六
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
演

目
を
披
露
し
、
詰
め
掛
け
た

観
客
を
魅
了
。
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
で
は
、
観
客
は
感
極

ま
っ
て
涙
ぐ
む
姿
も
。
大
き

な
拍
手
の
中
、
会
場
は
浄
瑠

璃
一
色
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
会
場
入
口
付
近
に

は
、
各
団
体
の
の
ぼ
り
が
立

ち
、
淡
路
人
形
絵
画
や
、
で

こ
作
り
講
座
作
品
の
展
示
、

で
こ
作
り
の
実
演
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

南
あ
わ
じ
地
学
の
会

沼
島
の
地
層
を
観
察

け
ま
し
た
。
こ
の
大
会
へ
は
、
昨
年
度

の
県
総
合
文
化
祭
で
高
い
評
価
を
受
け

た
こ
と
に
よ
り
、
五
年
ぶ
り
五
回
目
と

な
る
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

中
尾
玲
華
さ
ん
、
近
畿
中
学
校
総

合
体
育
大
会
で
優
勝

　

三
原
中

学
校
の
中

尾
玲
華
さ

ん
が
、
八

月
九
日
〜
十
日
、
大
阪
な
み
は
や
ド
ー

ム
で
行
わ
れ
た
近
畿
中
学
校
総
合
体
育

大
会
競
泳
女
子
五
〇
ｍ
自
由
形
に
出

場
。
一
年
生
な
が
ら
強
豪
揃
い
の
中
学

生
の
中
で
、
二
十
八
秒
〇
〇
の
好
記
録

を
出
し
、
み
ご
と
優
勝
し
ま
し
た
。

酒
林
弘
樹
さ
ん
、
全
国
中
学
校
体

育
大
会
に
出
場

　

南
淡
中

学
校
陸
上

部
の
酒
林

弘
樹
（
福

良
）
さ
ん
が
、
八
月
二
十
日
〜
二
十
三

日
に
宮
城
県
で
行
わ
れ
た
全
国
中
学
校

体
育
大
会
陸
上
競
技
男
子
一
〇
〇
ｍ
走

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

酒
林
さ
ん
は
、
県
大
会
で
十
一
秒

二
五
を
出
し
、
今
大
会
出
場
の
標
準
記

録
を
突
破
し
、
出
場
権
を
獲
得
し
て
い

ま
し
た
。

船
木
茂
浩
さ
ん
、
印い

ん
べ部
泰
男
さ
ん
、

日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
に
出
場

　

九
月
十
五
日
日
〜
十
八
日
に
滋
賀
県

で
行
わ
れ
る
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー

ズ
大
会
に

南
あ
わ
じ

市
か
ら
二

人
が
参
加

し

ま

す
。

サ
ッ
カ
ー

競

技

に
、

船
木
茂
浩

さ
ん
（
松
帆
）。
テ
ニ
ス
競
技
に
印
部

泰
男
さ
ん
（
北
阿
万
）。
船
木
さ
ん
は
、

兵
庫
県
マ
ス
タ
ー
ズ
（
シ
ニ
ア
40
）
の

選
手
と
し
、
六
月
に
行
わ
れ
た
近
畿
地

区
予
選
で
出
場
権
を
得
ま
し
た
。
印
部

さ
ん
は
、
五
月
に
行
わ
れ
た
県
大
会
男

子
三
十
五
歳
シ
ン
グ
ル
で
優
勝
し
、
大

会
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

市
青
少
年
補
導
委
員
に
表
彰

　

兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
大
会
が
七

月
二
十
日
、兵
庫
県
公
館
で
開
催
さ
れ
、

そ
の
席
上
、
青
少
年
の
街
頭
補
導
活
動

等
を
通
じ
、
非
行
防
止
に
貢
献
さ
れ
て

お
ら
れ
る
方
々
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▽
兵
庫
県
知
事
表
彰
（
二
十
年
以
上
）

　

島
田
孝
（
市
）、
馬
部
武
（
松
帆
）、

　

日ひ
ぐ
さ
あ
き
お

種
顯
夫
（
津
井
）

▽
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
連
合
会

　

会
長
感
謝
（
五
年
）

　

城
越
康
之
（
倭
文
）、福
原
和
子
（
広

田
）、
飯
田
寛
治
（
松
帆
）、
船
木
忠
弘

（
湊
）、豊
田
克
文
（
志
知
）、木
田
薫
（
神

代
）、
門
田
照
子
（
八
木
）、
有
賀
佳
美

（
志
知
）、
釣つ
り
し
ま島
三
郎
（
福
良
）

間
、
量
販
店
で
開
催
し
、
約

二
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

▲古川さん▲榎本さん

▲船木さん▲印部さん ▲橋本さん▲志知高校郷土芸能部

▲中尾さん▲酒林さん


